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研究成果の概要（和文）：本科研の避妊・性感染症予防カウンセラー育成プログラムを受講した

助産師の実践評価を目的に、プログラムに参加しその後病院で産後の女性へのケアを行ってき

た助産師 9 名を対象にグループインタビューを行い分析した結果、産後入院期間が短く、避妊

に関しては集団で簡単に話すのみで、性感染症の話題はない等の現状が明らかになった。今後

は、これらの対象者により近い場で活動している薬局の薬剤師との連携等、情報アクセスで新

たな展開が必要と明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：To evaluate about their counseling situations after our training 

program, we group interviewed nine midwives who participated in the program and then 

started continue to care for postpartum women at a hospital. The interviews revealed that 

the length of hospitalization during the postpartum period is short in Japan. During this 

period, they discuss contraception for only around ten minutes and never discuss 

prevention of sexually transmitted diseases STIs. Therefore, we have to need new 

approaches for example cooperation with pharmacists at pharmacies in town for our target 

population to access necessary information. 
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１．研究開始当初の背景 

 若年の未婚世代の妊娠中絶や性感染症の
増加は、熱心な支援者のいる地域を中心に減
少している。一方で、妊娠中絶実施率は既婚
世代の 35～39 歳で 19％、40～49 歳で 43％
と非常に高い数値である。混合栄養や 1 年以

上の長期間の授乳も増加しており、結果とし
て産後授乳中での早期の排卵再開、授乳中の
ホルモンを含む避妊法を避けるなど、避妊法
の実施や選択で問題が大きくなる。低用量ピ
ル・銅付加子宮内避妊具・ホルモン付加子宮
内避妊具等が認可され、確実な避妊が可能な
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環境があるにもかかわらずその使用は伸び
ず、産後の避妊法は相変わらずコンドームが
主流である。性規範の変化から婚外パートナ
ーの割合が 1 割を超えるという報告もある。
コンドーム使用者の避妊の失敗が多いこと
を考えると、コンドームによる性感染症予防
も適切に行われているとはいえず、結婚して
いるカップル間でも性感染症予防を真剣に
考慮すべき時代である。 

岡永 3)は「この子どもで最後と考えている
女性」を対象とした研究を行い、《授かれば
産むと思う》《条件次第でもう一人欲しい》
という『妊娠に対する気持ちのゆらぎ』があ
り、「この子どもで最後と考えている女性」
であっても不確実な避妊法しか実践してい
ないことを報告した。女性たちのなかに曖昧
な避妊意識と性感染症罹患の可能性の不認
知が広まりつつあると思う。妊娠したいとき
により健康に妊娠するために性と生殖の健
康を守るためには、確実な避妊、性感染症罹
患の予防、性感染症罹患や結果として起こる
子宮頸がんの早期発見・治療が不可欠で、そ
の実践へは単なる知識の提供ではなく、女性
たちへの意識改革・意思決定支援が重要であ
る。 

しかし、産後の避妊・性感染症予防支援は、
相変わらず産後入院中の集団での家族計画
指導が主流である。産後の女性の身近にいる
助産師は、先に述べたような現状を認識し、
避妊・性感染症予防のみならず、女性自身の
性と生殖の健康に注目し、確実な支援を実践
すべきである。 

ここに、我々が育成を目指す避妊・性感染
症予防カウンセラーの活躍する余地がある。
しかも、最近設置が進む助産外来を含む助産
師主導の外来運営では、産後の 1 ヶ月健診に
おいても、健診と健康教育を含む介入が実践
可能であり、カウンセラーの実践の場として
適している。 

欧米では避妊や性感染症予防の働きかけ
は、contraceptive counseling の名称が用い
られ、多様な職種により、カウンセリングを
用いた専門的な介入が行われ、その効果を検
証する研究が盛んに行われている 4-5)。しか
し、日本においては産後の家族計画指導に象
徴されるように、いまだ指導の様相が強い。
我々が先行研究において開発した避妊・性感
染症予防カウンセラー育成プログラムでは、
保健情報の提供・専門的技術の提供・情緒的
サポート・意思決定の支援という Cox のモデ
ルの 4 つの保健行動相互作用を用いて、対象
者の避妊・性感染症予防の意思決定と実践に
必要な知識の提供を行っている。また、避
妊・性感染症予防支援にはクライエントの状
況を妊娠・性感染症罹患のリスクという観点
から丁寧に情報収集しアセスメントしクラ
イエントにそのリスクを理解してもらうこ

とが前提となる。近代的避妊法や性感染症予
防法は最近格段に進歩しているが、臨床現場
で働く助産師の知識が十分とはいえない状
況にあり、我々が育成をめざす避妊・性感染
症予防カウンセラーの活動の余地があると
考える。 

 

２．研究の目的 

 避妊・性感染症予防カウンセラー育成プロ
グラムによって育成した助産師による、産褥
期の対象者へのカウンセリングの介入効果
について評価すること。 

 

３．研究の方法 

平成 22年度：育成プログラムの内容精選、
サポートするウエブサイトサポートシステ
ムの整備 
平成 23年度・24年度：褥婦に対する避妊・

性感染症予防カウンセラーによる介入評価
実施 
 
４．研究成果 
平成 22年度は、平成 19年度から行ってき

た育成プログラムの学習効果に関する研究
成果を論文化する作業を行い、2 編の原著論
文として公表した。その作成と並行して、サ
ポートするウエブサイトサポートシステム
の整備として、HP の改編を企画し、内容検討
を行い、現在 HP 全体の更新の最終段階にあ
る。また、介入研究の評価指標の精選を行い、
これも作業を開始した。 
これらの成果に基づき、平成 23 年度には

介入研究の詳細な計画を立案し、倫理審査受
審に向けて作業を進行させる予定であった。
しかし研究開始当初から現在までに、出産数
のさらなる減少や授乳期間の延長等から、褥
婦に対する避妊・性感染症予防介入の困難さ
が増したと考えられ、その結果介入研究に参
加する助産師を募集するのが難しい状況と
なり、平成 23年度内には褥婦に対する避妊・
性感染症予防カウンセラーによる介入研究
の実施に至らなかった。一方で、避妊・性感
染症予防カウンセラー育成プログラム受講
者については、その後の活動について実践と
して報告されていない状況にあった。そこで、
研究期間を平成 24年度まで延長したうえで、
避妊・性感染症予防カウンセリングについて
の教育を受け、現在臨床で実践している助産
師の、褥婦を中心とした、避妊・性感染症予
防カウンセリングに関する現状と活動の困
難を明らかにすることを目的に研究を実施
した。平成 24 年度に自治医科大学疫学研究
倫理審査を受審し、承認を得て（疫 12-58）、
研究を実施した。対象者は、プログラムに参
加し、その後病院にて産後の女性へのケアを
行ってきた助産師で、研究の主旨を説明する
文書を送付し、研究協力の同意を得られた 9



名である。インタビューは 2 か所に分かれて
グループインタビューを行い、ＩＣレコーダ
ーに録音し、逐語録とした。データの分析は、
平成 24 年度の本科研において継続して行う
こととなった。 
平成 24 年度の本科研では、これまで本科

研において継続して実施してきた避妊・性感
染症予防カウンセラー育成プログラムを受
講した助産師のその後の実践を評価するた
めに、受講した助産師のカウンセリングの実
際と日本における産褥期女性への避妊・性感
染症予防支援の課題を明らかにすることを
目的とした調査結果の分析を行った。調査は
本科研の平成 23 年度分の繰り越し分として
実施したもので、対象者は、プログラムに参
加し、その後病院にて産後の女性へのケアを
行ってきた助産師で、研究の主旨を説明する
文書を送付し、研究協力の同意を得られた 9
名である。インタビューは 2 か所に分かれて
グループインタビューを行い、ＩＣレコーダ
ーに録音し、逐語録とし、分析を行った。結
果として、日本における産後の入院期間は 5
日～7 日と短く、その間は授乳に関するケア
と育児に関する相談で終始してしまい、避妊
に関しては集団で 10分程度の話をするのみ、
性感染症予防については話をすることもな
い現状が明らかになった。産後は時間がなく
母親も自分の事には目が向けないため、産前
に対応する、結婚する前の若い女性へのアプ
ローチを考えるべきであるとの意見があっ
た。ここで得られた結果から、避妊・性感染
症予防の必要な対象者およびケア提供者に
対する避妊・性感染症予防に関する情報の提
供については、これらの対象者により近い場
で活動している薬局の薬剤師との連携で、薬
局での対象者との接触、パンフレットによる
情報提供、情報提供しているインターネット
サイトに案内するという循環するシステム
の可能性が明らかとなり、今後その展開につ
なげていくこととなった。これらの成果は、
2014年にプラハで開催予定の ICMでの発表を
めざし、現在演題登録中である。 
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